
 

 

 

 

 
           
  
     朝晩と日中の気温差が大きくなると、症状としてくしゃみや鼻水などが 

    出始めることがあります。 いわゆる「寒暖差アレルギー」というものです。 

    原因が完全に分かっているわけではありませんが、 

    「アレルギー」と名は付くものの、主な原因は自律神経の乱れや鼻の知覚過敏 

    と考えられています。実際はアレルギーとは少し違います。  

        ただし、花粉症やアレルギー性鼻炎と見分けがつきにくい症状となります。 

 

       【寒暖差アレルギーはなぜ起こるのか？】    【寒暖差アレルギーの対策・治療は？】 

   ①自律神経の乱れ                 ①自律神経のバランスを整える 

   自律神経は交感神経と副交感神経の２つから成り  具体的には運動・食事・睡眠といった普段の 

   立ちます。交感神経は活動時に活発になり、    生活に加え、喫煙、飲酒、化学物質や精神的 

   副交感神経は逆に安静時に活発になります。    ストレスなどにも気を付けた方が良いでしょう。 

   副交感神経が活発になると鼻の中の血管が大きく  しかし、目に見えた改善はなかなか難しいのが 

   なり、鼻が詰まりやすくなります。また、分泌物  現状です。予防策としては、寒暖差を抑える 

   も増えるため、鼻水も増えます。         ために、マスクや寒暖差を防ぐ衣類、空調、 

   ②鼻の知覚過敏                 刺激物を避けることなどがあげられます。 

    さらに鼻の知覚過敏がある場合も副交感神経が    ②治療薬   

   活発になります。花粉症やアレルギー性鼻炎が   アレルギー性鼻炎と同様な薬が用いられることが 

   ある場合、それに反応して鼻が敏感になります。  多いです。抗ヒスタミン薬や点鼻薬があげられ 

   鼻が敏感になると、副交感神経が活発になります  ます。市販薬で短期間様子を見ていただき、 

    ので、温度差などにも敏感になるといわれて    症状が継続・悪化・改善が見られないなどの 

      います。                   状況がありましたら病院へ受診される 

                              ことをお勧めします。   

                              
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  本品は海外にて先行販売されました商品となります！！※サイロフィ生命科学㈱は、医療機器や医療器材を製造する企業です。 

                               東京都にて、一般販売用商品で唯一登録・販売許可取得 



             

              

                                                                                                                                                                   

 

 

 
          
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に発売される同じ有効成分・同じ 

      効能効果を持つ医薬品のことです。開発にコストがあまりかからないので、安価で経済的です。 

      製造方法が若干違うものがありますが、有効成分・治療効果にほとんど差がありません。 

              

 

 

     

 

  堺町調剤薬局は、小倉駅から徒歩 10分の角田ビル 1階にて開局 

  しております。昨年 8月に改装を行い明るく清潔的な環境にて 

  対応させていただいております。新型コロナウイルスへの対策 

  として店舗・スタッフ消毒の徹底等はもちろんのこと、お薬の 

  対応やお電話でのお薬説明・相談なども行っております。 

   清涼飲料水、衛生用品、生活用品、雑貨などのお買い求めも 

  対応しておりますので、お元気な方もお気軽にお立ち寄りください。 

  スタッフ一同、皆様のお役に立てる日を心よりお待ちしております。 

 

 

 


